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海
沿
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を
コ
ー
ス
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す
る
山
陰
最
大
級
の
マ
ラ
ソ
ン
の

祭
典
、
第
１０
回
な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会
を
１１
月
２
日
、
和
鋼
博
物

館
前
を
主
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
安
来
市
発
足
１０
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
出
場
者
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、
北
は
北

海
道
、
南
は
沖
縄
県
ま
で
の
約
５
０

０
０
人
。
当
日
は
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雨
が
心
配
さ
れ

ま
し
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と
き
お
り
青
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９
時
４０
分
に
２
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コ
ー
ス

を
皮
切
り
に
、
各
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
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市
民
カ
レ
ン
ダ
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」
（
別
刷
り
）

１２
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

「フィニッシュ」

今月の表紙

長い距離を走り抜いた学生ラン

ナー。苦しい時間を耐え抜いてゴール

したその表情には、安堵感と達成感が

垣間見えました。

・撮 影 日 １１月２日

・撮影場所 和鋼博物館前広場

（なかうみマラソン

全国大会）

第１１００回

なかうみマラソン全国大会

大大
会会
をを
彩彩
っっ
たた

３３
人人
のの
ゲゲ
スス
トト
ララ
ンン
ナナ
ーー

持
ち
前
の
明
る
さ
で
、
走
り
だ

け
で
な
く
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
も
会

場
を
盛
り
上
げ
た
松
野
さ
ん
。
健

脚
は
今
で
も
健
在
で
毎
日
２０
キ
ロ

も
走
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
１０
キ

ロ
に
出
場
し
ラ
ン
ナ
ー
を
励
ま
し

な
が
ら
軽
や
か
に
完
走
。
会
場
で

も
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
な
松
野

さ
ん
の
周
り
に
は
常
に
人
だ
か
り

が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ソ
ウ
ル
五
輪
女
子
一
万
㍍
代
表

松
野
明
美
さ
ん
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情
で
飛
び
出
し
て
い
く
ラ
ン
ナ
ー
た

ち
。
た
く
さ
ん
の
市
民
の
応
援
を
背

中
に
受
け
秋
の
安
来
路
を
駆
け
抜
け

ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、
多
く

の
ラ
ン
ナ
ー
が
最
後
の
力
を
ふ
り
絞

り
、
満
面
の
笑
顔
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

ラ
イ
ン
を
通
過
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
出
場
さ
れ
た
ラ
ン

ナ
ー
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
で
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
「
な
か
う
み
マ
ラ
ソ

ン
全
国
大
会
」
で
会
い
ま
し
ょ
う
！

落
語
家

安
来
市
ふ
る
さ
と
大
使

桂

吉
弥
さ
ん

４
回
目
の
大
会
出
場
と
な
る
桂
さ

ん
。
沿
道
の
声
援
に
応
え
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
５
㌔
を
走
り
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
日
本
選
手
権

女
子
３
千
㍍
障
害
優
勝

よ

し

か

荒
井
悦
加
さ
ん

境
港
市
を
中
心
に
活
動
す
る
荒
井
さ

ん
は
初
め
て
の
大
会
参
加
。
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
で
は
「
日
々
の
練
習
は
、
自
分

が
住
む
ま
ち
で
気
持
ち
よ
く
走
れ
る
場

所
を
見
つ
け
て
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

黒黒木木卓卓也也ささんん

（（沖沖縄縄県県））

大大森森康康吉吉ささんん

((大大塚塚町町））

太太田田 楓楓くくんん

((宮宮内内町町））

今今井井 凪凪ささんん

((飯飯島島町町））

出出場場者者イインンタタビビュューー

沖
縄
宜
野
湾
市
か
ら
参
加
の

黒
木
さ
ん
は
、
全
国
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
数
多
く
出
場
し
て
い

ま
す
。「
そ
の
土
地
で
の
観
光

が
楽
し
み
。
な
か
う
み
マ
ラ
ソ

ン
は
走
り
や
す
く
景
色
も
き
れ
い
。

中
海
を
見
て
が
ん
ば
れ
た
」
と

ハ
ー
フ
完
走
後
も
笑
顔
。

９１
歳
で
長
寿
賞
を
受
賞
し
た

大
森
康
吉
さ
ん
は
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
に
出
場
し
て
１０
年
連
続
の
参

加
。「
馬
の
調
教
が
元
気
の
源
。

な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
す

る
こ
と
で
い
ろ
ん
な
人
に
知
り

合
え
る
。
毎
年
の
楽
し
み
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

２
㌔
男
子
小
学
生
４
〜
６
年

生
部
門
で
ト
ッ
プ
で
テ
ー
プ
を

切
っ
た
太
田
く
ん
。「
去
年
は

７
位
だ
っ
た
け
ど
、
今
年
は
優

勝
で
き
て
う
れ
し
い
。
来
年
も

出
た
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し

た
。

２
㌔
女
子
小
学
生
１
〜
３
年

生
の
部
に
出
場
し
て
元
気
い
っ

ぱ
い
に
走
っ
た
今
井
さ
ん
。

「
２
位
で
く
や
し

か
っ
た
。
来
年
は

１
位
に
な
り
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。
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広広瀬瀬ススタタッッググススがが選選手手宣宣誓誓

■
ハ
ー
フ
女
子
５０
歳
以
上

ミミリリアアンン

姉姉妹妹都都市市・・密密陽陽市市かかららもも参参加加

安安松松伸伸晃晃ささんん（（島島田田町町））２２連連覇覇

２
位

広
田

秀
紀

松
江
市

３
位

井
上

光
弘

松
江
市

上
位
入
賞
者
（
敬
称
略
）

１
位

清
水

倫
子

岡
山
県

２
位

永
海

昌
子

米
子
市

３
位

影
日

朝
美

鳥
取
市

■
ハ
ー
フ
男
子
２９
歳
以
下

■
５
㌔
女
子
中
学
生

１
位

藤
本

翔
平

松
江
市

２
位

笹
野

忠
則

奥
出
雲
町

３
位

都
田

諒
磨

松
江
市

１
位

大
庭
こ
こ
ろ

米
子
市

２
位

宇
田
川
奈
都
寧

安
来
市

３
位

森
山

紗
帆

鳥
取
市

■
１０
キ
ロ
男
子
４５
歳
以
下

■問い合わせ…なかうみマラソン全国大会事務局（地域振興課内）
℡２３‐３５００

入賞されたみなさん、おめでとうございます！

１
位

三
島

巧
丞

松
江
市

２
位

村
上

貴
亮

松
江
市

３
位

後
長

輝

飯
南
町

■
ハ
ー
フ
男
子
３０
歳
代

■
５
㌔
女
子
４５
歳
以
下

１
位

安
松

伸
晃

安
来
市

２
位

下
宮

隆
行

飯
南
町

３
位

中
村

勇
太

津
和
野
町

１
位

塩
見

志
保

米
子
市

２
位

高
津

美
鈴

山
口
県

３
位

高
木

明
美

出
雲
市

ががんんばばっってて！！

今今年年ももたたくくささんんののごご協協力力ごご声声援援

あありりががととううごござざいいままししたた

■
１０
キ
ロ
男
子
４６
歳
以
上

１
位

山
根

文
雄

大
阪
府

２
位

入
江

秀
憲

米
子
市

３
位

佐
々
木
義
明

伯
耆
町

■
ハ
ー
フ
男
子
４０
歳
代

■
５
㌔
女
子
４６
歳
以
上

１
位

田
中

賢
一

松
江
市

２
位

仲
西

宏

安
来
市

３
位

近
藤

祐
司

広
島
県

１
位

松
本

幸
子

米
子
市

２
位

仲
田

里
美

米
子
市

３
位

赤
堀

明
美

岡
山
県

■
１０
キ
ロ
女
子
４５
歳
以
下

１
位

益
田

裕
美

千
葉
県

２
位

井
上

麻
美

米
子
市

３
位

加
藤

崇
子

米
子
市

■
ハ
ー
フ
男
子
５０
歳
代

■
２
キ
ロ
男
子
小
学
生
低
学
年

沿沿道道でではは多多くくのの市市民民がが応応援援

１
位

綿
貫

知
之

山
口
県

２
位

戸
﨑

修
爾

松
江
市

３
位

川
島

建
司

出
雲
市

１
位

田
村

優
成

米
子
市

２
位

内
宮

拓
海

安
来
市

３
位

福
島

昊

松
江
市

■
１０
キ
ロ
女
子
４５
歳
以
上

１
位

桑
本

陽
子

大
山
町

２
位

岡
田
真
起
子

岡
山
県

３
位

長
恒

京
子

岡
山
県

■
ハ
ー
フ
男
子
６０
歳
以
上

■
２
キ
ロ
男
子
小
学
生
高
学
年

１
位

藤
原

博

松
江
市

２
位

足
立

安
隆

大
阪
府

３
位

余
村

篤
雄

松
江
市

１
位

太
田

楓

安
来
市

２
位

廣
中

聖

松
江
市

３
位

斉
木

優
真

米
子
市

■
５
㌔
中
学
生

１
位

岡
本

太
郎

岡
山
県

２
位

富
田

崇
弘

安
来
市

３
位

富
田

晃
弘

安
来
市

■
ハ
ー
フ
女
子
３５
歳
以
下

大大会会をを支支ええたたボボラランンテティィアア

■
２
キ
ロ
女
子
小
学
生
低
学
年

伯伯太太太太鼓鼓

かかっっちちゅゅうう姿姿でで声声援援

１
位

天
野

美
絵

京
都
府

２
位

來
間

香
里

出
雲
市

３
位

高
橋
さ
や
か

米
子
市

１
位

持
田

亜
姫

兵
庫
県

２
位

今
井

凪

安
来
市

３
位

深
田

実
伶

松
江
市

■
５
㌔
男
子
４５
歳
以
下

１
位

徳
安

裕
輔

鳥
取
市

２
位

高
見

覚

雲
南
市

３
位

松
原

篤
史

伯
耆
町

■
ハ
ー
フ
女
子
３６
歳
〜
４９
歳

■
２
キ
ロ
女
子
小
学
生
高
学
年

１
位

岩
本

美
紀

鳥
取
市

２
位

角

美
恵

松
江
市

３
位

薄

さ
よ

京
都
府

１
位

植
田

萌
恵

伯
耆
町

２
位

漆
原

亜
衣

安
来
市

３
位

武
内

美
咲

大
阪
府

■
５
㌔
男
子
４６
歳
以
上

１
位

島

剛
史

奥
出
雲
町
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利用施設

幼稚園
認定こども園

保育所（園）
認定こども園

保育所（園）
認定こども園

教育・保育の形態

教育を希望し、保育の必要がな
い場合

「保育の必要な事由」があり、保育
所等での保育を希望する場合

「保育の必要な事由」があり、保育
所等での保育を希望する場合

対象年齢

３～５歳

３～５歳

０～２歳

認定区分

１号認定
（教育標準時間認定）

２号認定
（保育認定）

３号認定
（保育認定）

■問い合わせ 子ども未来課

℡２３‐３２１４

●やすぎ保育園（６０人）●みゆき保育園（１２０人）

●ふたば保育園（１５０人）●ひろせ保育園（１２０人）

●あゆみ保育園（３５人）●安来保育所 （８０人）

●赤江保育所 （７０人）●城谷保育所 （９０人）

●安田保育所 （８０人）●母里保育所 （６０人）

●井尻保育所 （４０人）●赤屋保育所 （２５人）

●広瀬保育所 （７５人）●布部保育所 （４０人）

●比田愛育園 （４５人）

※赤江・城谷保育所は、指定管理者に管理運営を委託。

▽以下の保育所は１歳から入所できます。

●認定こども園荒島 荒島保育所（６０人）

●飯梨保育所 （６０人）●大塚保育所 （６０人）

●切川保育所 （６０人）

※「認定こども園荒島」は、荒島保育所と荒島幼

稚園が一体となり幼児教育・保育を提供します。

▽３歳から入所できます ●山佐児童館 （３０人）

開所（園）時間 ７時～１９時

（あゆみ保育園は７時３０分～１９時３０分）

保育料 入所児童の年齢と保護者の市民税額など

で決定します。※延長保育の利用時間に応じて延

長保育料が別途かかります。

申し込み先・申込書の設置場所 子ども未来課

（広瀬保健センター）、希望する保育所（園）・

児童館、市民課④窓口（安来庁舎）、広瀬・伯太

各地域センター（広瀬・伯太各庁舎）

※現在入所（園）中の児童についても、申し込み

が必要です。※申込みの際に、父母の就労証明書

等が必要になります。

市内在住で、保護者が仕事や病気など

のため、保育を必要とする生後５７日～就学前の児

童。

保育施設利用のための３つの認定区分

保保育育所所（（園園））

募集予定数など

対象児童

５歳児…平成２１年４月２日～平成２２年４月１日生

４歳児…平成２２年４月２日～平成２３年４月１日生

３歳児…平成２３年４月２日～平成２４年４月１日生

●安来幼稚園 ▽３歳児…４０人、４歳児…７０人、５歳

児…７０人

●島田幼稚園 ●宇賀荘幼稚園 ●能義幼稚園

●広瀬幼稚園 ▽各園とも３歳児～５歳児まで計

５５人

※応募状況により合同学級を編成します。

●認定こども園荒島 ▽３歳児～５歳児…計３５人

※荒島幼稚園と荒島保育所が一体となり、幼児

教育・保育を提供します。

教育標準時間 ８時３０分～１４時

※教育時間外の保育時間（１４時以降）は、幼稚園によ

り異なります。詳しくは、各幼稚園までお問い合わせ

ください。

保育料 平成２７年度の保育料は今後、国が定める

基準を上限として決定します。（平成２６年度は年

額９６０００円）※教育時間外の保育料は、利用時間に応

じて加算。

申し込み先 希望する幼稚園に申込書を提出して

ください。（宇賀荘幼稚園は教育委員会に提出）

※現在入園中の園児も、申し込みが必要です。

※各幼稚園の年齢別申込者数が 4 名未満、または全体

の総数が 10 名未満の場合、ほかの園へ調整を行いま
す。また、募集予定者数を超える場合は、調整を行い

ます（調整がつかない時は、現在の入園者を除く入園

希望者で抽選を行う場合があります）。

申込書の設置場所 各幼稚園、市民課④窓口（安

来庁舎）、広瀬地域センター（広瀬

庁舎）、教育総務課（伯太庁舎）

■問い合わせ 教育総務課

℡２３‐３３１０

●認定が必要となります

平成２７年４月から「子

ども・子育て支援新制度」

に伴い、教育・保育の必

要性に応じた認定を受け

ていただくこととなりま

した。認定申請は入園（所）

申込みと同時に行います。

募集予定数など

対象児童

幼幼稚稚園園
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中
国
電
力
島
根
原
発
の
重
大
事
故
を
想
定
し
た
原
子
力
防

災
合
同
訓
練
が
１０
月
１８
日
、
島
根
・
鳥
取
の
両
県
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
、
初
の
両
県
合
同
訓
練
と
し
て
島
根
県
・
鳥

取
県
と
原
発
か
ら
３０
キ
ロ
圏
内
に
あ
る
６
市
の
自
治
体
や
両

県
住
民
な
ど
２
８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
は
、
島

根
原
発
２
号
機
が
電
源
を
喪
失
し
て
放
射
性
物
質
が
外
部
に

放
出
さ
れ
た
想
定
の
も
と
、
初
動
時
の
連
絡
体
制
や
各
自
治

体
が
策
定
し
た
広
域
避
難
計
画
の
手
順
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。安

来
市
で
は
飯
梨
地
区
住
民
約
５０
人
が
参
加
。
住
民
は
告

知
端
末
か
ら
避
難
放
送
が
流
れ
る
と
飯
梨
小
学
校
に
集
結

し
、
バ
ス
を
使
っ
て
原
発
か
ら
３０
キ
ロ
を
超
え
た
地
点
に
あ

る
伯
太
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
に
向
か
い
ま
し
た
。
到
着
後
、

名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
鳥
取
県
大
山
町
）

に
移
動
。
参
加
し
た
島
根
県
内
の
団
体
で
は
唯
一
県
境
を
越

え
た
避
難
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
体
に
付
着

し
た
放
射
線
量
を
測
定
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
、
規
準
量

以
上
の
放
射
性
物
質
が
付
着
し
た
と
想
定
し
た
車
両
の
洗
浄

見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
市
・
県
で
は
こ
の
訓
練
を
通
し

て
検
証
・
分
析
な
ど
を
行
い
、
対

策
や
計
画
な
ど
に
織
り
込
ん
で
い

く
予
定
で
す
。

訓
練
に
参
加
し
た
西
松
井
町
の

佐
藤
修
一
さ
ん
は
「
原
発
事
故
時

の
避
難
は
不
明
な
点
が
多
か
っ
た

が
、
参
加
し
て
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か

め
た
。
有
事
の
際
は
冷
静
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
平
時
か
ら
備
え
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
２７
年
度
か
ら
の
行
政
改
革
の
指
針
と
な
る
大
綱

に
つ
い
て
提
言
を
行
う
、
行
政
改
革
大
綱
審
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
は
、
現
在
平
成
２２
年
度
に
策
定
し
た
第
２
次

大
綱
が
今
年
度
に
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
財
政

状
況
や
社
会
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、
効
率
的
な
行
政
運
営
等
を
目

指
し
て
第
３
次
の
大
綱
策
定
を
目
的
に
開
催
。
市
内
の
団
体
や
各

地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
１２
人
で
組
織
さ
れ
、
会
長
に
安
来
商
工
会

議
所
の
小
林
一
夫
さ
ん
、
副
会
長
に
や
す
ぎ
農
業
協
同
組
合
の
細

田
勤
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

初
会
合
と
な
っ
た
９
月
３０
日
、
委
員
ら
は
交
付
税
や
財
政
指
標

な
ど
の
中
長
期
的
な
財
政
の
見
通
し
や
、
第
２
次
大
綱
の
取
り
組

み
状
況
な
ど
を
確
認
。
今
後
は
審
議
を
重
ね
、
平
成
２７
年
２
月
ま
で
に
意
見
を

ま
と
め
市
長
に
答
申
を
行
い
ま
す
。
答
申
を
受
け
た
市
は
、
平
成
２６
年
度
中
に

新
た
に
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
具
体
的
な
実
施
計
画
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

１０
月
１０
日
か
ら
９
日
間
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
タ
ウ

ン
汐
彩
で
住
宅
祭
が
行
わ
れ
、
来
場
し
た
約
２

４
０
０
人
が
モ
デ
ル
住
宅
見
学
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
住
宅
関
連
企
業
１１
社
が
出
展

し
、
市
内
産
の
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
や
、
環

境
に
配
慮
し
た
最
新
住
宅
な
ど
８
棟
を
展
示
。

ま
た
、
モ
デ
ル
住
宅
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

や
、
住
宅
に
関
す
る
相
談
所
を
設
け
る
な
ど
多

彩
な
催
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

汐
彩
住
宅
団
地
は
昨
年
４
月
に
土
地
価
格
を
３
割
引
き
下
げ
、
定
住
化
を
目

的
に
販
売
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
回
住
宅
祭
で
は
１４
区
画
の
商
談
が
ま
と

ま
り
、
現
在
、
総
区
画
２
２
９
の
内
６２
区
画
を
売
り
出
し
て
い
ま
す
。

行行政政改改革革審審議議会会設設置置開開催催
効効率率的的なな行行政政運運営営をを目目指指ししてて

島島根根鳥鳥取取のの両両県県とと 66 市市がが参参加加

原原子子力力防防災災合合同同避避難難訓訓練練

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを

お伝えします

ハハーーモモニニーータタウウンン汐汐彩彩住住宅宅祭祭

２２４４００００人人がが来来場場

（
上
）
避
難
す
る
飯
梨
地
区
の
住
民

（
中
）
伯
太
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
放
射
能
に
関
す
る
講
習
会

（
下
）ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
の
様
子

広報やすぎ ２０１４年１２月６



昨
年
８
月
か
ら
飯
島
町
地
内
に
建
設

を
進
め
て
い
る
消
防
本
部
新
庁
舎
は
、

計
画
ど
お
り
１２
月
中
に
完
了
す
る
予
定

で
す
。
今
後
は
、
平
成
２７
年
４
月
の
運

用
開
始
を
目
指
し
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ

ル
無
線
や
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム

な
ど
内
部
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

新
た
に
導
入
す
る
高
機
能
消
防
指
令

シ
ス
テ
ム
は
、
安
来
市
消
防
署
、
広
瀬
・

伯
太
分
署
そ
れ
ぞ
れ
で
行
っ
て
い
る
１

１
９
番
受
付
を
、
新
庁
舎
の
通
信
指
令

室
で
一
括
し
て
受
信
し
、
即
座
に
直
近

の
消
防
署
か
ら
緊
急
車
両
の
出
動
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

庁
舎
内
は
、
訓
練
用
人
形
を
使
用
し

た
胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
救
命
講
習
な
ど

に
利
用
で
き
る
救
急
訓
練
室
や
、
消
防

団
が
使
用
で
き
る
部
屋
な
ど
を
新
た
に

整
備
し
、
消
防
機
能
の
強
化
を
図
り
ま

す
。ま

た
、
敷
地
内
に
は
、
多
種
多
様
な

災
害
に
対
応
す
る
た
め
訓
練
塔
（
写
真

左
）
を
整
備
。
各
種
救
助
施
設
や
消
火

訓
練
施
設
を
備
え
、
多
目
的
な
想
定
訓

練
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
は
、
市
民
を
対
象
と
し
た
見
学

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
日
程
が
決

ま
り
ま
し
た
ら
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

和
鋼
博
物
館
２
階
に
レ
ス
ト
ラ
ン「
チ
ャ

コ
ー
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
安
来
グ
ラ
ン
パ
」

が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
た
た

ら
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
炭
火
焼
き
を
中
心

と
し
た
料
理
を
提
供
す
る
お
店
で
す
。

喫
茶
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
博
物
館
や
図
書
館
に
お

立
ち
寄
り
の
際
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
営
業
時
間

１１
時

〜
２１
時
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

出
雲
市
出
身
で
「
渾
身
」
や
「
白
い

船
」
な
ど
島
根
県
を
舞
台
に
し
た
作
品

で
知
ら
れ
る
映
画
監
督
・
錦
織
良
成
さ

ん
の
次
回
映
画
作
品
「
た
た
ら
侍
」
の

制
作
発
表
が
１０
月
２８
日
、
出
雲
大
社
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
制
作
発
表
に
は
錦
織

監
督
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

さ
ん
、
主
演
の
青
柳
翔
さ
ん
、
人
気
グ

ル
ー
プ
の
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
メ
ン
バ
ー
な

ど
が
参
加
し
て
抱
負
や
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。
本
作
は
錦
織
監
督
の
初
の

時
代
劇
と
な
る
映
画
で
１１
月
か
ら
平
成

２７
年
秋
頃
ま
で
に
奥
出
雲
町
、
雲
南
市

な
ど
山
陰
で
撮
影
さ
れ
、
安
来
で
も
撮
影
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

錦
織
監
督
は
「
島
根
に
は
本
物
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
の
良
さ
を
世
界
に
発

信
し
た
い
」
と
話
し
、
初
の
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
挑
戦
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
さ

ん
は
「
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
。
日
本
の
誇
り
を
世
界
に
発
信
し
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。
映
画
は
平
成
２８
年
に
公
開
予
定
で
す
。

安安来来のの新新ししいい消消防防拠拠点点

映映画画「「たたたたらら侍侍」」撮撮影影開開始始

消消防防本本部部新新庁庁舎舎完完成成間間近近

安安来来もも撮撮影影のの舞舞台台にに

新新レレスストトラランン開開店店
和和鋼鋼博博物物館館まますすまますす充充実実

▲

鉄筋コンクリート造り４階建ての

訓練塔（主塔）。右は副塔。災害や

火災などを想定したさまざま訓練が

可能になります。

７広報やすぎ ２０１４年１２月
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地
デ
ジ
難
視
対
策
衛
星
放
送

難
視
聴
地
域
に
お
住
ま
い

の
人
に
、
衛
星
放
送
を
利
用

し
て
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

番
組
を
ご
覧
い
た
だ
く
暫
定

的
な
サ
ー
ビ
ス
で
、
平
成
２７

年
３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

デ
ジ
ア
ナ
変
換
放
送

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者

（
安
来
市
で
は
「
や
す
ぎ
ど

じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
」
）
の
デ

ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視

聴
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ

で
は
、
平
成
２７
年
３
月
２
日

正
午
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

な
お
、
次
の
①
〜
③
の
い

ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
引

き
続
き
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視

聴
で
き
ま
す
。

①
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ

ビ
に
申
し
込
み
、
デ
ジ
タ
ル

Ｓ
Ｔ
Ｂ
（
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ

ボ
ッ
ク
ス
）
を
設
置
す
る
。

②
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い

替
え
る
。

③
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
購

入
し
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に

接
続
す
る
。

告
知
放
送
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
り

す
る
た
め
安
来
市
が
張
っ
た

光
ケ
ー
ブ
ル
は
、
電
線
と
同

じ
よ
う
に
電
柱
に
架
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
光
ケ
ー
ブ
ル
は
、
釣

り
糸
や
釣
り
針
、
凧（
た
こ
）

な
ど
が
引
っ
か
か
り
、
無
理

に
取
ろ
う
と
す
る
と
断
線
す

る
恐
れ
が
あ
り
注
意
が
必
要

で
す
。

万
が
一
、
光
ケ
ー
ブ
ル
に

こ
れ
ら
を
引
っ
か
け
て
し

ま
っ
た
場
合
や
、
引
っ
か

か
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た

場
合
は
、
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ

こ
テ
レ
ビ
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

な
お
、
安
来
市
が
張
っ
た

光
ケ
ー
ブ
ル
は
、
黄
色
い

テ
ー
プ
が
巻
い
て
あ
る
か
、

黄
色
の
目
印
が
つ
け
て
あ
り

ま
す
。

こ
れ
以
外
の
電
力
線
や
電

話
線
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

中
国
電
力
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
・総務省地デジコールセンター
℡０５７０‐０７‐０１０１
・やすぎどじょっこテレビ
℡２２‐５０５０

平
成
２７
年
３
月
末
ま
で

地
デ
ジ
難
視
対
策
支
援
が

終
了
し
ま
す

光
ケ
ー
ブ
ル
断
線
予
防
の
お
願
い

国
が
地
デ
ジ
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）
の
難
視
対
策
と

し
て
実
施
し
て
い
る
各
種
支
援
制
度
は
、
平
成
２７
年
３
月

末
で
終
了
し
ま
す
。
期
限
ま
で
に
対
策
工
事
を
完
了
す
る

た
め
に
は
、
遅
く
と
も
本
年
１２
月
中
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
の
で
、
早
め
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
地
デ
ジ
へ
の
移
行
に
便
乗
し
た
詐
欺
に
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
終
了
を
予
定
し
て
い
る
支
援

や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
で
は
、「
デ
ジ
ア

ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
」
の
終
了
を
よ
り
一
層
認
識
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
日
程
で
デ
ジ
ア
ナ
変
換

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
す
べ
て
の
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

通
常
番
組
を
一
時
中
断
し
、
サ
ー
ビ
ス
終
了
予
告

等
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
地
震
・
災
害
な
ど
の
緊
急
時
は
、
速
や

か
に
通
常
画
面
に
切
り
替
え
ま
す
。

予
告
放
送
日

１２
月
１
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

対
象

や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ

変
換
サ
ー
ビ
ス
で
受
信
し
て
い
る
テ
レ
ビ

内
容

テ
レ
ビ
画
面
の
背
景
を
青
色
（
ブ
ル
ー
バ
ッ

ク
）に
切
り
替
え
、
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
の

終
了
告
知
と
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
環
境
の
整
備

を
呼
び
掛
け
る
お
知
ら
せ
を
表
示
し
ま
す
。

黄色いテープが目印です

問
い
合
わ
せ

や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ

℡
２２‐

５
０
５
０
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緊急情報をお知らせする全国瞬時警報シス

テム（Ｊアラート）の動作確認のため、全国一斉

に情報伝達訓練を実施します。

当日は告知端末から次の試験放送が流れま

す。ご迷惑をおかけしますが、ご理解いただ

きますようお願いいたします。

●試験放送日時

１１月２８日㈮午前１１時

ごろ

●放送内容

「これは、テストです」３回繰り返し

「こちらは、防災安来です」１回のみ

※告知端末に設定した音量で流れます。

※災害発生、気象状況などによっては、試験

放送を中止する場合があります。

行
政
告
知
端
末
の
電
池
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

「全国瞬時警報システム」とは

「全国瞬時警報システム（Jアラート）」による
試験放送を実施します

大地震や弾道ミサイルによる武力

攻撃などの事態が発生した場合に、

国からの緊急情報を住民の皆さんに

瞬時に伝達するシステムで、安来市

では行政告知端末からの自動放送な

どによりお知らせすることとしてい

ます。

■
停
電
時
に
も
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す

市
か
ら
の
行
政
情
報
な
ど
を
音
声
放
送
で
お
知
ら
せ
す
る

行
政
告
知
端
末
は
、
単
三
電
池
（
４
本
）
を
入
れ
る
こ
と
で
、

停
電
時
で
も
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
電
池
は
、
停
電
が
無
く
て
も
約
１
年
で
空
に
な
り
、

電
池
が
空
の
状
態
に
近
づ
く
と
ス
ピ
ー
カ
ー
の
左
下
に
あ
る

電
源
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
ま
す
。

停
電
時
に
備
え
、
行
政
告
知
端
末
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

電
源
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
い
る
場
合
は
、
電
池
を
交
換
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
ス
ピ
ー
カ
ー
上
部
の

電
池
カ
バ
ー
を
手
前
に
引
く
よ
う
に
開
い
て
交
換
し
て
く
だ

さ
い
。）

な
お
、
単
三
電
池
は
、
市
販
の
マ
ン
ガ
ン
電
池
ま
た
は
、

ア
ル
カ
リ
電
池
が
使
用
で
き
ま
す
。

問い合わせ 危機管理課 ℡２３‐３０７４

①親指でカバー下部を押さえます

②押さえたままカバー上部
を手前に引きます

電池カバーの外し方問
い
合
わ
せ

・
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ

℡
２２‐

５
０
５
０

・
情
報
政
策
課

℡
２３‐

３
０
７
７
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伯太町日次のわたなべ牧場が製造した塩ヨーグルト

が、「地場もん国民大賞」の審査員賞を受賞して、来

年イタリアで開催されるミラノ万博で紹介されます。

「地場もん国民大賞」（農林水産省主催）は、世界

に発信したい地域の伝統・知恵が込められた農林水産

物や加工食品などから、優れた地域食＝地場もんを決

めるコンテストで、全国から８８０品が出品されました。

塩ヨーグルトは、塩を輸入販売するポシドニア・

ジャパン（東京都）が発案し、製造をわたなべ牧場に

依頼。約３カ月の試行錯誤のすえ、安来産生乳に海塩

を加えた、ほのかな塩気としっかりとした素材の味が

楽しめる一品が完成しました。

わたなべ牧場によると、塩を使ったヨーグルトは日

本初とのこと。安来の新たな特産品になりそうです。

1400 年余りの歴史を持つ清水寺で、参道や境内を
あかり

あんどんなどのほのかな光で照らす清水寺灯参道が

10 月 17 日から 3日間行われました。

境内には広瀬藍染めの布を張った 60 基と、宇賀荘

小学校の子ども達が作成した 180 基のあんどんを設

置。あんどんに灯がともり、石垣や参道がライトアッ

プされると、幻想的な空間が出現しました。来場者

は、ほのかな灯りを頼りに、昼間とは異なる姿の根

本堂や三重塔など境内を巡りました。

3日間とも天候に恵まれ、家族連れや友人同士な

ど約 2000 人が訪れ、晩秋の一夜をゆっ

たりと楽しんでいました。

▲シンプルなバッケージの塩ヨーグルト。市

内では、わたなべ牧場で販売しています。

（左）来場者が願いをこめて

作ったあんどん。

（下）あんどんが設置され、

ライトアップされた境内の様

子。

広報やすぎ ２０１４年１２月１２



文化庁が「歴史の道百選」に選定した広瀬・清

水街道を歩く健康ウオーキングが 10 月 26 日、

宇賀荘地区で開催され、市内外の小学生から 80

歳代まで約 100 人が参加しました。

主催した宇賀荘地区健康を楽しむ会（山根良雄

会長）や有志が、街道にある 2㌔の清水古道のう

ち、荒れて歩くことができなかった区間を２年ほ

ど前から整備。健康づくりに合わせ、江戸時代に

参勤交代で利用された古道をＰＲし、地域の活性

化につなげようと計画しました。

コースは、ＪＡやすぎみなみ支所を出発して、

清水展望台、弁慶坂などを経由する約８㌔。山根

会長は「この歴史ある清水古道を多くの人に知っ

てもらい、歩いてほしい」と話しました。

10 月 16 日、椿の里として知られる布部地区で、布

部小の児童が椿油作りを体験しました。

この催しは、地域への愛着心向上と、地域交流を深

めることを目的に、毎年、椿の種の収集から製造、販

売まで地区住民と協力して行っています。

この日は、布部小学校で油を精製する作業が行われ

ました。児童らは、乾燥させていた種を、フライパン
きね

で炒め、杵で細かく砕いた後、大釜で湯煮。表面に浮

揚する油をすくい上げて収集し、最後にフィルターで

不純物を取り除き黄金色に輝く椿油を精製しました。

作業には約４０人の保護者・住民も参加。児童は手ほど

きを受けながら、熱心に取り組んでいました。

精製された椿油は容器に小分けされ、文化祭などで

販売。刃物のさび止めや整髪料などに使用されます。

（左上）原料となった椿

の種。

（左）沸騰させて油を分

離させます。

（上）フィルターに油の

元をとおして椿油を精

製。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと

地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。

皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

（上）古道を歩く参加者。

（左）声を出すことは健康に

つながるとして、清水山頂の

展望台では、参加者で「ふる

さと」などを歌いました。

１３広報やすぎ ２０１４年１２月



ほん じょう

10 月 11 日、広瀬町石原の啓運山本成寺で「月山
うたげ

富田城月見の宴」が開催され、参加者は歴史の薫るお

寺で秋のひとときを楽しみました。

この催しは、奥深い広瀬の歴史を知ろうと広瀬町文

化協会が、名月が鑑賞できるこの時期に毎年開催して

います。境内には、花舞台と名付けられたステージが

設置され、大正琴やコーラス、バイオリン演奏など多

彩な催しが行われました。本堂では、住職による講話
なお

などを実施。また、本成寺と縁深い広瀬藩主・松平直
あき ほり え ゆう せい

諒が記した書や、広瀬藩のお抱え絵師・堀江友聲が天

井に描いた格子なども見ることができ、来場者はその

見事さに驚きの声を上げていました。

月山が見渡せる富田山荘で 10 月 12 日、「広瀬温泉

まつり」が開催され、約５００人の来場者でにぎわいま

した。

このまつりは、安来市観光協会広瀬分会（長島進会

長）が月山や広瀬温泉などの広瀬地域の観光振興を目

的に 20 年ほど前から開催しているもの。イベント

は、地元で捕れた猪肉を使ったバーベキューや、地元

の食材を使用した山菜おこわ・割子そばの販売、広瀬

出身アーティストのＲｉ－ｃｏ（リコ）さんのライブ

などまさしく広瀬づくし。また、温泉施設のある富田

山荘で、町並みが一望できる露天風呂を楽しむ人など

もあり、訪れた人は広瀬を満喫していました。

10 月 10 日から 11 月 10 日の間に安来市総合文

化祭が市内各所で開かれ、絵画や短歌・川柳、音

楽など多彩なジャンルで市民が日ごろの芸術活動

などの成果を披露しました。

安来市総合文化祭は、活動の成果を発表するこ

とで、芸術に触れる機会を提供し、文化の発展に

つなげようと毎年開いています。

安来中央交流センターでは、市民ら２５４人が手が

けた３７３点の絵画や書道などが展示されたほか、市

民会館では、「みんなで唄う安来節」を開催。習い

始めの人から大師範まで、多くの出場者がそれぞ

れ味のある安来節を披露し、詰めかけた観客は大

きな拍手を送っていました。

（上）温泉まつり会場の

様子。

（右）山陰を中心に活躍

する広瀬出身のアーティ

ストＲｉ－ｃｏ（リコ）さん。

▲安来節新人コンクールも同時に開催。安来節

を習ってはじめて人前で披露する人も。

▲花舞台の様子。写真は、清吟堂吟友会安来

ブロック広瀬の皆さんによる詩吟の朗詠。

広報やすぎ ２０１４年１２月１４



新新着着図図書書紹紹介介

松平家心の作法 松平洋史子

マッサンとリタ

オリーヴ・チェックランド

文、花の生涯 楠戸義昭

マッチの気もち 安野光雅

作家のごちそう帖 大本 泉

鴨川食堂おかわり 柏井 壽

〈お子さんのほん〉

幻獣大決戦 今泉忠明

お城へ行こう！ 萩原さちこ

風味 まはら三桃

風船教室 吉野万里子

いろはのあした 魚住直子

にじいろガーデン 小川 糸

スタープレイヤー 恒川光太郎

竹鶴とリタの夢余市とニッカウヰ

スキー創業物語 千石涼太郎

なぜか「人に好かれる人」の

共通点 斉藤茂太

〈お子さんのほん〉

ぞうがいるって すてき

高畠純/絵

くるぞ くるぞ 長新太/絵

おんがくかいのよる（５ひきの

すてきなねずみ）たしろちさと

駅のふしぎな伝言板ほしおさなえ

繁栄の昭和 筒井康隆

一人っ子同盟 重松 清

フォルトゥナの瞳 百田尚樹

歌舞伎町ダムド 誉田哲也

シャバはつらいよ 大野更紗

探偵工女 翔田 寛

かぶく 典厩五郎

なるほど日本地理 宇田川勝司

物語のおわり 湊かなえ

〈お子さんのほん〉

げたにばける 新美南吉

昔のくらしの道具事典

神野善治

きらきらは・は・歯 室井 滋

ムジナ探偵局９ 富安陽子

どろぼうのどろぼん 斉藤 倫

生き抜くための整体片山洋次郎

経理や販売、会計などを学ぶ情報科学高

校の生徒 20 人が 10 月 26 日、大市場商店街

で野菜や実習品販売などを行った「やすぎ

神在月まつりwith 情報科学高校」で、中心

市街地の活性化に一役買いました。

店頭に並んだのは、新鮮な野菜や県内高

校の実習品、県内名産品など約７０種類。人

気の商品を取り揃えたとあって、開店と同

時に多くのお客が詰めかけ、飛ぶように売

れていました。

販売を担当した江田大地君（3年）は「地

元の人に喜んで商品を買ってもらえてよ

かった」と話していました。

℡３７－００５０

▲島根銀行来店者駐車場で販売を行う生徒。やすぎ懐

古館一風亭では文化部の展示や発表会を開催。

１２月２日㈫～３月２７日㈮

１９時から１８時とします

はくた図書室からの

お知らせ

●平日の閉館時間の変更

期間

閉館時間

℡３２－４４５５

蔵書点検のため、次の期間

休館します。

１２月３日㈬～５日㈮

ひろせ図書室からの

お知らせ

●臨時休館

℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ

●その他の新着図書情報は

検索安来 図書館情報

１５広報やすぎ ２０１４年１２月



消
火
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
１
０
０

不
用
に
な
っ
た
消
火
器
は
、

回
収
販
売
代
理
店
の
特
定
窓
口

や
消
火
器
工
業
会
が
設
営
す
る

指
定
引
取
場
所
な
ど
で
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
自
治
体
で
行

う
ご
み
収
集
で
は
取
り
扱
い
が

で
き
ま
せ
ん
）
こ
れ
ら
の
場
所

に
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

で
、
消
火
器
の
再
資
源
化
が
可

能
で
す
。
古
く
な
っ
た
消
火
器

は
、き
ち
ん
と
処
理
を
し
ま
し
ょ

う
。詳

し
く
は
、
次
の
事
業
所
へ

直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▽
消
火
器
の
回
収
先

回
収
時
に
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー

ル
の
購
入
が
必
要
で
す
。

●●
市
内
の
特
定
窓
口

㈱
い
な
い
安
来
飯
島
店

℡
２３‐

１
８
１
１

㈲
中
村
商
店
旭
町
事
業
所

℡
３２‐

２
０
０
６

※
特
定
窓
口
で
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ー
ル
代
以
外
に
保
管
費
用

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

引
き
取
り
を
依
頼
す
る
場
合
は
、

運
搬
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

●●
県
内
の
指
定
引
取
場
所

ア
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
㈱

℡
０
８
５
２‐
３７‐

２
８
９
０

※
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
代
の
み

が
必
要
で
す
。

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す

●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
１
０
０

野
外
で
の
焼
却
は
、
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
少
量
の
落
ち
葉
な
ど
の
軽

微
な
焼
却
や
、
農
作
業
な
ど
で

や
む
を
得
な
い
も
の
な
ど
一
部

例
外
で
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
焼
却
に
伴
う

煙
が
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
例
外
で
認
め
ら
れ
て

い
る
行
為
で
も
、
火
災
と
間
違

え
る
よ
う
な
炎
や
煙
を
発
生
さ

せ
る
場
合
な
ど
は
、
消
防
署
へ

の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
●問
安
来
消
防
署
℡
２２‐

０

１
１
９
）
届
出
を
提
出
し
て
も

著
し
く
周
囲
に
影
響
が
あ
れ

ば
、
焼
却
を
中
止
す
る
よ
う
指

導
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
が
住
み
よ
い
快
適
環

境
に
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
人
は
「
後
納
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

●申
●問
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０‐

０
１
１‐

０
５
０

・
松
江
年
金
事
務
所

０
８
５
２‐

２３‐

９
５
４
０

・
保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
６

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
期

限
よ
り
２
年
を
超
え
る
と
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
後

納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
過

去
１０
年
以
内
の
未
納
分
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
後
納

制
度
が
利
用
で
き
る
の
は
、
平

成
２７
年
９
月
３０
日
ま
で
）

こ
れ
に
よ
り
、
将
来
の
年
金

額
を
増
や
し
た
り
、
年
金
が
受

給
で
き
る
権
利
に
つ
な
げ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

事
前
に
松
江
年
金

事
務
所
（
松
江
市
東
朝
日
町
）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

▽
審
査
の
結
果
、
こ

の
制
度
が
利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す

▽
年
金
記
録
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
確
認
で
き
ま
す
。

●
割
引
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す

期
間
中
は
、
市
・
県
の
施
設
な
ど
で
入
場
料
割
引
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

※
足
立
美
術
館
、
安
来
節
演
芸
館
（
無
料
）、
夢
ラ
ン
ド
し
ら
さ

ぎ
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
入
浴
料
半
額
減
免
）
な
ど
。

▽
ご
利
用
の
際
は
、
障
が
い
者
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
（
入
場
無
料
）

市
内
在
住
で
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
日
ご
ろ
取
り
組
ん
で
い
る

作
業
の
成
果
や
趣
味
の
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
感
性
あ
ふ
れ

る
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

１２
月
５
日
㈮
〜
８
日
㈪
１０
時
〜
１７
時
（
８
日
は
１５
時
ま
で
）

場
所

和
鋼
博
物
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●問
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
７

障
が
い
者
の
福
祉
に
つ

い
て
広
く
関
心
と
理
解
を

深
め
、
障
が
い
者
が
社
会
・

経
済
・
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
週
間

で
す
。

１２月３日～９日は

障がい者週間です

行行

政政

広報やすぎ ２０１４年１２月１６



「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
」

貸
付
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

●申
●問
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
０

現
在
、
母
子
ま
た
は
父
子
家

庭
な
ど
を
対
象
に
母
子
父
子
寡

婦
福
祉
資
金
の
貸
付
予
約
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
法
改
正
に
伴

い
、
１０
月
か
ら
父
子
家
庭
の
人

も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

資
金
貸
付
は
、
独
立
行
政
法
人

日
本
学
生
支
援
機
構
法
に
よ
る

奨
学
金
な
ど
、
他
制
度
に
よ
る

奨
学
金
貸
付
と
の
併
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭

の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父

②
２０
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る

寡
婦

③
父
母
の
な
い
児
童

●
対
象
と
な
る
資
金

○
児
童
の
進
学
等
を
対
象
と
す

る
資
金
（
※
貸
付
は
い
ず
れ
も

無
利
子
で
す
）

▽
修
学
資
金

高
等
学
校
、
大

学
、
高
等
専
門
学
校
ま
た
は
専

修
学
校
の
就
学
に
必
要
な
授
業

料
、
書
籍
代
、
交
通
費
な
ど
の

資
金

▽
修
業
資
金

就
職
に
必
要
な

知
識
技
能
を
習
得
す
る
た
め
の

資
金

▽
就
学
支
度
資
金

就
学
、
修

業
す
る
た
め
に
必
要
な
入
学
金

や
被
服
な
ど
の
購
入
資
金

○
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家

庭
の
父
及
び
寡
婦
の
知
識
技

能
習
得
を
対
象
と
す
る
資
金

（
※
連
帯
保
証
人
を
立
て
る
場

合
は
無
利
子
、
立
て
な
い
場
合

は
利
子
年
１
・
５
％
）

▽
技
能
習
得
資
金

就
職
に
必

要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る
た

め
の
資
金

児
童
扶
養
手
当
の
公
的
年
金
と

の
併
給
が
可
能
に
な
り
ま
す

●問
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
１

今
ま
で
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

へ
の
手
当
で
あ
る
児
童
扶
養
手

当
は
、
公
的
年
金
の
受
給
者
は

受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
公
的
年
金
給
付
等

の
額
が
児
童
扶
養
手
当
の
額
よ

り
も
低
い
場
合
は
、
そ
の
差
額

分
が
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
申
請
が
必
要
で
す
の

で
、
詳
細
は
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

へ
の
登
載
申
請

●問
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
３
６
０

こ
の
名
簿
は
、
農
家
の
人
か

ら
の
申
請
を
基
に
、
平
成
２７
年

１
月
１
日
を
基
準
に
作
成
し
ま

す
。
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
と

投
票
も
リ
コ
ー
ル
請
求
も
で
き

ま
せ
ん
。
対
象
と
な
る
人
は
登

載
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

次
の
①
〜
③
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
人
（
年
度
途
中
に

基
準
を
満
た
し
て
も
有
資
格
者

と
し
て
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
）

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成

７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
（
満
２０
歳
以
上
の
人
）
。

②
１０
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕

作
し
て
い
る
人
。

③
農
業
経
営
者
の
同
居
の
親
族

ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間

お
お
む
ね
６０
日
以
上
農
作
業
に

従
事
し
て
い
る
人
。

申
請
書
の
配
布
・
提

出
方
法

関
係
世
帯
に

は
、
各
地
域
の
農
業
委

員
会
協
力
員
な
ど
を
通

じ
、
配
布
と
回
収
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
選

挙
権
の
あ
る
人
で
申
請

書
が
届
か
な
い
と
き

は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

平

成
２７
年
１
月
９

日
㈮

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み

●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

21世紀は「人権の世紀」で

す。一人一人が「人権」を尊

重することの重要性を正しく

認識して、明るく豊かで住み

やすい社会をつくりましょう。

原治男、山中英三、石飛玲子、小村修司、

池上幸秀、佐伯律子、若林太枝、三輪郁夫、

前田進

市では日ごろから9人の人権擁護委員が、

人権相談や啓発活動に取り組んでいます。

人権・福祉・環境分野などで活動する人

の活動発表や体験・展示・販売コーナーな

どを開設します。（入場無料）

日時 １２月６日㈯１２時３０分～１５時３０分

場所 安来節演芸館

内容 ちひろトーク＆コンサート、少年の

主張、カレンダー作り、人権標語・ポス

ター・市内の小・中・高の児童・生徒によ

る人権学習の取り組みの展示など。

市では毎月、特設人権相談所を開設し、

人権擁護委員が人権相談に応じ、皆さんと

ともに問題解決のための方法を考えます。

気軽にご相談ください。（秘密厳守）

日時・場所 市民カレンダーでご確認くだ

さい。（１２月は１２月４日㈭９時～１２時に

安来中央●交、広瀬社会福祉センターで開設。）

開設場所 安来中央●交、広瀬社会福祉セン

ター、いきいきの郷はくた

つなげて未来や２０１４ｉｎやすぎ

１２月４日～１０日は人権週間です

●問人権施策推進課 ℡２３‐３０９５

安来市人権擁護委員

人権フェスティバル

特設人権相談所毎月開催

１７広報やすぎ ２０１４年１２月



永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦
覧

●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
１
３
５

登
録
対
象
者

平
成
６
年
１２
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
２６
年
９
月
１
日
ま
で
に
住

民
登
録
を
済
ま
せ
、
引
き
続
き

３
カ
月
以
上
安
来
市
に
居
住
し

て
い
る
人
。

縦
覧
期
間

１２
月
３
日
㈬
〜
７

日
㈰
８
時
３０
分
〜
１７
時

縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員
会

異
議
申
出

登
録
さ
れ
る
資
格

が
あ
る
の
に
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
場
合
、
縦
覧
期
間
中

に
異
議
の
申
出
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
衛
官
の
募
集
（
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
）

●申
●問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部
℡
０
８
５
２‐

２１‐

０
０
１
５

応
募
資
格

平
成
２７
年
４
月
１

日
現
在
、
１５
歳
以
上
１７
歳
未
満

の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
修
了
者
（
平
成
２７
年
３
月
に

卒
業
・
修
了
見
込
み
者
を
含
む
）

受
付
期
限

平
成
２７
年
１
月
９

日
㈮
（
必
着
）

第
一
次
試
験

▽
期
日
…
平
成

２７
年
１
月
２４
日
㈯

▽
場
所
…

松
江
地
方
合
同
庁
舎
ほ
か

平
成
２６
年
工
業
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
７

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対

象
に
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
調
査
の
結
果
は
中
小
企

業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
、
行

政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

１２
月
中
旬
か
ら
対
象
と
な
る

事
業
所
に
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
基
準
日

平
成
２６
年
１２
月

３１
日

※
調
査
員
は
調
査
員
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
し
ま
ね
企
業
博

●問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

℡
０
８
５
２‐

２８‐

０
６
９
４

島
根
県
内
企
業
の
採
用
担
当

者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
会
社
概
要
、
業
界
説
明
を

行
い
ま
す
。

日
時

１２
月
２７
日
㈯
１０
時
３０
分

〜
１６
時

場
所

く
に

び

き

メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

対
象
者

大
学
、
短

期
大
学
、
高
専
、
専

修
学
校
に
在
学
中
の

人
。

参
加
企
業

１２
月
初

旬
か
ら
「
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
し
ま
ね
」
の
サ

イ
ト
に
順
次
掲
載
。

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｅ
で
つ
な
が
る

学
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

℡
０
１
２
０‐

６７‐

４
５
１
０

島
根
で
!
熱
い
志
を
持
っ
て

働
く
大
人
"
!

楽
し
そ
う
に
暮

ら
し
て
い
る
大
人
"
と
交
流

し
、
島
根
の
豊
か
な
暮
ら
し
や

人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
も

ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

１２
月
２６
日
㈮
１２
時
〜
１６
時

場
所

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松

江
市
）

対
象
者

大
学
、
短
期
大
学
、

高
専
、
専
修
学
校
、
高
校
に
在

学
中
の
人
。

小
型
除
雪
機
を
貸
し
出
し
ま
す

●問
危
機
管
理
課
℡
２３‐

３
０
７
４

手
押
し
型
の
小
型
除
雪
機
を

次
の
中
山
間
地
域
の
交
流
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
消
防
署
に
１
台
ず

つ
配
置
し
、
自
治
会
や
自
主
防

災
組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
に
無
償
で
貸
し
出
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
施
設
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

配
置
場
所
・
●申
●問

▽
消
防
署

・
安
来
本
署
℡
２２‐

０
１
１
９

・
広
瀬
分
署
℡
３２‐

２
３
０
８

・
伯
太
分
署
℡
３７‐

１
０
２
６

・
比
田
分
駐
署
℡
３４‐

０
１
５
４

▽
布
部
●交
℡
３６‐
０
０
０
１

▽
東
比
田
●交
℡
３４‐
０
２
１
１

▽
山
佐
●交
℡
３５‐

０
１
２
９

▽
宇
波
●交
℡
３６‐

０
８
５
２

▽
西
谷
●交
℡
３６‐

０
３
７
６

▽
奥
田
原
●交
℡
３５‐

０
０
４
７

▽
安
田
●交
℡
３７‐

０
８
３
５

▽
井
尻
●交
℡
３７‐

０
８
３
６

▽
赤
屋
●交
℡
３８‐

０
１
４
５

そ
の
他

▽
機
材
の
搬
送
は

各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。
軽
ト

げ

た

ラ
ッ
ク
の
場
合
は
、
足
下
駄（
ブ

リ
ッ
ジ
）
が
必
要
と
な
る
施
設

が
あ
り
ま
す

▽
燃
料
費
な
ど

は
市
が
負
担
し
ま
す
。

平成 27年 1月 1日以後に相続

または遺贈により取得する財産に

係る相続税の基礎控除額が次のと

おり引き下げられます。

●改正前 5000 万円＋（1000 万円

×法定相続人の数）

●改正後 3000 万円＋（600万円

×法定相続人の数）

亡くなられた人から相続または遺贈

によって、財産を取得した人それぞれ

の課税価格の合計が基礎控除額を超え

る場合には、相続税の申告が必要で

す。詳しくは「国税庁ホームページ」

www.nta.go.jpまで。

相続税の税制改正のお知らせ

平成２７年４月１日採用の職員

の追加募集を行います。

職種 土木…２名程度

一般事務職（文化財）

…１名程度

試験 平成２７年１月１０日㈯

申込締切 １２月２４日㈬（必着）

※詳しくは、ホームページまたは

人事課でご確認ください。

●申●問人事課 ℡２３‐３０２１

安安来来市市職職員員採採用用試試験験

広報やすぎ ２０１４年１２月１８



気
温
が
低
く
な
る
と
、
水
道

管
の
凍
結
破
損
に
よ
る
漏
水
が

発
生
し
ま
す
。
漏
水
が
多
発
す

る
と
、
貯
水
池
の
水
が
無
く
な

る
な
ど
、
広
範
囲
で
断
水
が
起

こ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
寒
波

が
訪
れ
る
ま
で
に
、
水
道
管
の

防
寒
対
策
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
家
を
長
期
留
守
に
す

る
と
き
は
、
宅
内
の
水
道
管
の

凍
結
破
損
に
よ
る
漏
水
防
止
の

た
め
、
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
に
あ
る
止
水
せ
ん
を
閉
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
凍
結
を
防
ぐ
に
は

▽
露
出
し
て
い
る
水
道
管
や
蛇

口
に
保
温
材
を
取
り
付
け
る
（

保
温
材
が
濡
れ
な
い
よ
う
、
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
下
の
方

か
ら
巻
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
）

▽
水
抜
き
せ
ん
、
不
凍
水
せ
ん

を
お
使
い
の
場
合
は
、
お
休
み

前
や
留
守
に
す
る
と
き
、
忘
れ

ず
に
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
凍
結
し
て
水
が
で
な
く
な
っ

た
と
き
は

▽
蛇
口
を
開
き
、
凍
っ
た
部
分

に
タ
オ
ル
か
布
を
か
け
、
蛇
口

の
方
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
、
ゆ
っ

く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。

（
熱
湯
は
、
破
裂
や
ひ
び
割
れ

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）

●
水
道
管
が
破
裂
、
ひ
び
割
れ

し
た
と
き
は

▽
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止

水
せ
ん
を
閉
め
て
、
修
理
の
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

修
理
の
申
込
先

水
道
管
理
課
・

水
道
工
務
課
、
ま
た
は
安
来
市

指
定
給
水
工
事
事
業
者

※
指
定
事
業
者
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
水
道
管
理
（

工
務
）
課
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
宅
地
内
の
水
道
管
工

事
は
指
定
事
業
者
で
な

け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

水水
道道
管管
のの
防防
寒寒
対対
策策
はは
おお
早早
めめ
にに

■除雪作業に際してのお願い

①国道・県道・市道に面する人家の屋根から生

じた雪や、除雪後の人家の出入り口の雪は、交

通に支障のないよう各家庭で処理してくださ

い。

②道路上や待避所などには、車両などを放置し

ないでください。やむを得ず一時的に置く場合

は、赤布を縛りつけた竹を立てるなど目印をつ

けてください。

※除雪作業中に道路上の放置物件に損傷を与

えた場合などは、その補償はいたしません。

③民有地の樹木などが路上に倒れ、通行の支障

となる恐れのあるものは、所有者で事前に処理

してください。

※通行の支障となる場合、県、市で伐採させ

ていただく場合があります。

④除雪作業により砕石などが耕地に入る場合が

ありますが、これの除去補償はいたしません。

⑤国道・県道・市道の一部に立てるスノーポー

ルや木製ポールを撤去しないでください。

⑥主要幹線道路の除雪を優先しますが、作業の

順序が前後する場合があります。

凍凍結結注注意意

●問
水
道
管
理
課
℡
２３‐

２
０
２
０

・
水
道
工
務
課
℡
２３‐

２
０
２
１

除雪作業にご理解ご協力をお願いします。

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み

●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

実施条件 …新雪 15 ㌢以上の積雪があること

作業時間帯…５時～18 時

除雪路線 …■主要市道、バス路線および国道・

県道に通じる市道

■集落間を結ぶ市道

■集落内市道（除雪できる幅員・回

転場がある除雪対象路線）

今年も雪が降る寒い時期がやって来ます。降雪時、

道路除雪作業は、次のような計画で行います。

●問・県道・国道の除雪について
…広瀬土木事業所 ℡３２‐２０３１

・市道の除雪について

…土木建設課 ℡２３‐３２５１

▲保温材

１９広報やすぎ ２０１４年１２月



乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐
３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１２
月
４
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１２
月
４
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１２
月
１８
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２５
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、ア
ン

ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

１２
月
１８
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課
℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

１２
月
１７
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

１２
月
１６
日
㈫
▽
５
〜
６

カ
月
児
９
時
４５
分
〜
１０
時

▽

９
〜
１１
カ
月
児
１３
時
３０
分
〜
１３

時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

１２
月
１２
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
教
室
の
進
め
方
」

（
４
か
月
健
診
時
に
配
布
）
、

参
加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

幼
児
安
全
法
講
習
会

（
要
申
込
・
託
児
あ
り
）

●申
●問
や
す
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

７
０
５
０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
急
性
胃

腸
炎
・
や
け
ど
な
ど
家
庭
で
の

乳
幼
児
の
病
気
や
け
が
の
対
応

や
処
置
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺

蘇
生
法
の
実
習
な
ど
も
行
い
ま

す
。

日
時
・
場
所

１２
月
９
日
㈫
１０

時
〜
１２
時
、
つ
ど
い
の
広
場

講
師

河
野
操
氏
（
日
本
赤
十

字
社
島
根
県
支
部
）

申
込
期
限

１２
月
５
日
㈮

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
お
母
さ
ん
の
た
め
の
ヨ
ガ
教

室
」
（

要
申
込
・
託
児
あ
り
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

育
児
で
大
変
な
お
母
さ
ん
に

ヨ
ガ
を
楽
し
ん
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
・
場
所

１２
月
１９
日
㈮
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

が
ん
検
診

●申
●問
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
２
０

日
時
・
場
所

▽
１２
月
２
日
㈫

８
時
３０
分
〜
１１
時
、
安
来
市
学

習
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
１２
月
４

日
㈭
８
時
３０
分
〜
１０
時
３０
分
、宇

賀
荘
●交

▽
１２
月
５
日
㈮
８
時

３０
分
〜
１０
時
３０
分
、
能
義
●交

▽
１２
月
８
日
㈪
８
時
３０
分
〜
１０

時
３０
分
、
大
塚
●交

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

１２
月
１
日
㈪
・
８
日
㈪
・

１５
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可
。

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円（
１
回
）。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
エ
ク
セ
ル
初
級
コ
ー
ス

日
時

１２
月
２２
日
㈪
・

２４
日
㈬
・
２５
日
㈭
・
２６

日
㈮
（
４
日
間
）
９
時

３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持

込
不
要
。

②
パ
ソ
コ
ン
年
賀
状
作
成
教
室

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
気

に
入
り
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
は

り
つ
け
て
文
面
作
成
し
ま
す
。

日
時

１２
月
４
日
㈭
・
１１
日
㈭

１０
時
〜
１２
時

受
講
料

各
１
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
各
１５
人

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持

込
不
要
。

③
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
１２
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料

一
人
５
０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他

日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
要
相
談

▽
パ
ソ
コ
ン

の
持
込
不
要
。

保保

健健

教教
室室
・・
講講
座座

広報やすぎ ２０１４年１２月２０



司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

●申
●問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー

℡
０
１
２
０‐

１
１
４‐

１
０
２
６

日
時
・
場
所

１２
月
２０
日
㈯
１３

時
〜
１７
時
、
島
根
県
司
法
書
士

会
館
（
松
江
市
南
田
町
）

相
談
内
容

相
続
、遺
言
、不
動
産

の
売
買
、
名
義
変
更
登
記
、
借

金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
悪
質
商
法
、

会
社
の
登
記
、
裁
判
、
調
停
、

成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管

理
な
ど
。

そ
の
他

予
約
優
先
（
予
約
は

平
日
１２
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
）

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

・
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲
酒
問

題
、
も
の
忘
れ
な
ど
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所

１２
月
１
日
㈪
・

４
日
㈭
・
１１
日
㈭
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

そ
の
他

前
日
ま
で
に
要
予
約

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
９
時
〜
１６
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
２３‐

１

８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談

室
℡
２３‐

３
０
６
８

栄
養
相
談
（
要
予
約
）
▽
安
来

会
場
９
時
３０
分
〜
１６
時
、
広
瀬

会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き
い

き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
会
（
要

予
約
）
▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０

８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

結
婚
相
談
や
す
ぎ
「
は
ぴ
こ
の

部
屋
」

▽
１０
時
〜
１２
時

▽

定
住
企
画
課
℡
２３‐

３
０
５
９

史
跡
月
山
富
田
城
跡
発
掘
調
査

現
地
説
明
会

●問
安
来
市
立
歴
史
資
料
館

℡
３２‐

２
７
６
７

富
田
城
跡
千
畳
平
地
区
発
掘

調
査
の
成
果
に
つ
い
て
担
当
者

が
解
説
し
ま
す
。

日
時

１２
月
７
日
㈰
９
時
３０
分

集
合
場
所

飯
梨
川
河
川
敷
駐

車
場
（
富
田
橋
下
）

そ
の
他

雨
天
の
場
合
、
中
止

に
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
に
は
８
時
３０
分
以
降
に

歴
史
資
料
館
ま
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

●問
安
来
市
立
図
書
館

℡
２２‐

２
５
７
４

日
時
・
場
所

１２
月
２３
日
㈫
㈷

１０
時
３０
分
〜
・
１３
時
３０
分
〜

（
各
１
時
間
）
、
安
来
市
立
図

書
館

内
容

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
紙
人

形
劇
）
、
お
話
、
手
遊
び
な
ど
。

そ
の
他

参
加
者
に
は
、
職
員

手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
布
。

や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭
ク
リ
ス

マ
ス
会

●申
●問
や
す
ぎ
ワ
イ
ワ
イ
宣
言
！

℡
２３‐

０
０
０
７

師
走
の
慌
し
い
時
期
で
す

が
、
一
風
亭
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

１２
月
１４
日
㈰
１０
時
３０
分

〜場
所

や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

内
容

リ
ー
ス
作
り
（
１１
時
〜

※
受
付
は
３０
分
前
か
ら
）
、
ビ

ン
ゴ
大
会
（
１２
時
３０
分
〜
）

●
リ
ー
ス
作
り

募
集
人
数

先
着
３０
人

参
加
料

５
０
０
円

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
（
要
申
込
）

●申
●問
や
す
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

７
０
５
０

歌
に
合
わ
せ
て
銭
太
鼓
を
披

露
す
る
「
切
川
ふ
ぞ
ろ
い
の
グ

ル
ー
プ
」
の
楽
し
い
コ
ン
サ
ー

ト
や
、
子
ど
も
た
ち
に
サ
ン
タ

さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

日
時
・
場
所

１２
月
６
日
㈯
１０

時
〜
１１
時
３０
分
、
島
田
●交

参
加
費

１
人
２
０
０

円申
込
締
切

１２
月
３
日

㈬

講義…安来中央●交

（イヌの入室はできません。講義中は家族など

が屋外でイヌに連れ添い待機してください）

実習…市民広場（雨天時は市民会館回廊）
環境政策課に電話でお申込みください。

※実習または訓練のみを希望する人は、参加申込

の際にその旨をお知らせください。

２０人（先着順）

※くわしくは市のホームページをご覧ください。

１１月３０日㈰９時３０分～１１時４５分

（９時１０分受付開始）

獣医師が講師となりイヌの病気や習性について

などの講義や、訓練士からイヌの基本的なしつけ

方などの実習を学びます。

１１月２８日㈮１７時

●申●問環境政策課 ℡２３‐３０９８

犬のしつけ方教室を
開催します

安安来来のの
ククリリススママススをを
楽楽ししももうう！！！！

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み

●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

申込方法

申込期限

日時

場所

定員

相相

談談

イイ
ベベ
ンン
トト

２１広報やすぎ ２０１４年１２月



子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
み
ん

な
で
楽
し
く
お
も
ち
つ
き
」

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

な
か
な
か
体
験
す
る
こ
と
が

な
く
な
っ
た
き
ね
と
臼
で
お
も

ち
を
つ
き
ま
す
。
親
子
で
お
も

ち
つ
き
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

１２
月
１１
日
㈭
１０
時
３０
分

〜
１１
時
３０
分

場
所

広
瀬
●健

第
６１
回
赤
屋
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

●申
赤
屋
●交
℡
３８‐

０
１
４
５

●問
赤
屋
体
協
事
務
局
・
川
上

℡
０
９
０‐

７
５
４
７‐

９
１
４
９

日
時
・
場
所

平
成
２７
年
１
月

１
日
㈭
㈷
受
付
９
時
４５
分
〜
、

赤
屋
●交
（
集
合
・
発
着
）

コ
ー
ス

１
㌔
、
３
㌔
、
５
㌔
、

１０
㌔
、
１
㌔
ペ
ア
、
３
㌔
ペ
ア
、

２
０
１
５
歩
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。

参
加
料

一
般
５
０
０
円
、
小

中
学
生
お
よ
び
高
校
生
２
０
０

円
（
未
就
学
児
は
無
料
）
。

名
碗
を
愉
し
む
会

●申
●問
安
来
市
加
納
美
術
館

℡
３６‐

０
８
８
０

学
芸
員
の
案
内
に
よ
る
館
内

見
学
の
後
、
季
節
の
お
菓
子
と

お
茶
、
そ
し
て
碗
を
愉
し
み
な

が
ら
ぜ
い
た
く
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

１２
月
１４
日
㈰
１０
時
〜
・

１３
時
〜

場
所

安
来
市
加
納
美
術
館

料
金

２
５
０
０
円（
入
館
料
・

お
菓
子
・
お
茶
代
を
含
む
）
。

申
込
締
切

１２
月
１０
日
㈬

第
６
回
情
報
デ
パ
ー
ト

●問
情
報
科
学
高
校
・
吉
田

℡
２３‐

２
７
０
０

生
徒
主
体
の
販
売
実
習
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。

日
時

１１
月
２９
日
㈯
１０
時
〜
１４

時
３０
分

▽
１１
月
３０
日
㈰
１０
時

〜
１５
時

場
所

情
報
科
学
高
校
体
育
館

販
売
品
目
（
予
定
）

オ
リ
ジ

ナ
ル
弁
当
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ

ー
ツ
、
専
門
高
校
実
習
製
品
、

パ
ン
、
洋
菓
子
、
駄
菓
子
、
雑

貨
、
日
用
品
、
生
鮮
食
料
品
、

全
国
名
産
品
、生
花
、鮮
魚
な
ど
。

そ
の
他

や
す
ぎ
ウ
ィ
ン
ド

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
伯
太
太
鼓
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
、

屋
台
の
出
店
も
あ
り
ま
す
。

施

設

な

ど

の

名

称

休

業

日

市
役
所
（
水
道
庁
舎
を
含
む
）

１２
月
２７
日
㈯
〜
１
月
4
日
㈰

市
立
病
院

※
宿
日
直
対
応

各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
、
各
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー

１２
月
２９
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈯

イ
エ
ロ
ー
バ
ス

※
１２
月
３０
〜
３１
日
は
「
日
・
祝
日
ダ
イ
ヤ
」
で
運
行

１
月
１
日
㈭
〜
１
月
３
日
㈯

市
民
体
育
館
、
安
来
球
場
、
市
民
プ
ー
ル
、

安
来
西
部
球
場
、
安
来
南
体
育
館

広
瀬
中
央
公
園
、
広
瀬
体
育
館
、
伯
太
体
育
館

１２
月
２９
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈯

伯
太
運
動
広
場

１２
月
１
日
㈪
〜
２
月
２８
日
㈯

市
立
図
書
館
、
ひ
ろ
せ
図
書
室
、
は
く
た
図
書
室

１２
月
２９
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈯

和
鋼
博
物
館
、
歴
史
資
料
館
（
広
瀬
）

民
俗
資
料
館
（
伯
太
）

１２
月
２９
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈯

金
屋
子
神
話
民
俗
館

１２
月
１
日
㈪
〜
３
月
３１
日
㈫

加
納
美
術
館

１２
月
２４
日
㈬
〜
１
月
１０
日
㈯

清
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

１２
月
３１
日
㈬
〜
１
月
４
日
㈰

高
尾
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

１２
月
２９
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈯

広
瀬
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

１２
月
２９
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈯

伯
太
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

１２
月
２９
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈯

独
松
山
霊
苑

１
月
１
日
㈭
〜
１
月
２
日
㈮

上
の
台
緑
の
村

１２
月
２９
日
㈪
〜
２
月
２８
日
㈯

安
来
節
演
芸
館
、
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

広
瀬
絣
セ
ン
タ
ー

１２
月
２９
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈯

つ
ど
い
の
広
場

１２
月
２７
日
㈯
〜
１
月
５
日
㈪

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

１２
月
２７
日
㈯
〜
１
月
５
日
㈪

大
塚
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

１２
月
２９
日
㈪
〜
１
月
４
日
㈰

観
光
交
流
プ
ラ
ザ

※
１２
月
２９
日
〜
３０
日
、
１
月
２
日
〜
３
日
の
営
業
時

間
は
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分

１２
月
３１
日
㈬
〜
１
月
１
日
㈭

道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ

１２
月
３１
日
㈬
〜
１
月
２
日
㈮

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

１２
月
２９
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈯

年末年始の市役所・

市関連施設の休業日など

三輪壽雪
萩割高台ビワ茶碗

１２代三輪休雪
白萩 初咲碗

市役所関連施設は、年末年始の営業日が通常営業日と異なり

下表のようになります。ここに掲載していない施設や営業時間

などの詳細は、各施設に直接お問い合わせください。
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第
６
回
親
か
ら
は
じ
め
る
縁
結

び
交
流
会
（
無
料
）

●申
●問
島
根
県
少
子
化
対
策
推
進

室
℡
０
８
５
２‐

２２‐

６
４
７
５

子
ど
も
に
代
わ
っ
て
親
同
士

で
お
見
合
い
を
し
、
情
報
交
換

な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時

平
成
２７
年
１
月
２５
日
㈰

１３
時
〜
（
受
付
１２
時
３０
分
〜
）

場
所

ホ
テ
ル
宍
道
湖
（
松
江

市
西
嫁
島
）

内
容
▽
婚
活
に
役
立
つ
セ
ミ

ナ
ー

▽
情
報
交
換
会

募
集
人
数

男
女
各
１０
組

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
要
件

子
ど
も
本
人
が
結

婚
を
望
ん
で
お
り
、
親
が
こ
の

交
流
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
承

諾
し
て
い
る
こ
と
。

申
込
期
限

１２
月
１９
日
㈮
必
着

年
末
年
始
の
住
民
票
・
印
鑑
証

明
の
交
付
な
ど

●問
市
民
課
℡
２３‐

３
０
８
０

観
光
交
流
プ
ラ
ザ
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
Ｊ
Ｒ
安
来

駅
隣
接
・
℡
２３‐

７
６
６
７
）

で
は
、
１２
月
３１
日
と
１
月
１
日

の
休
業
日
を
除
い
て
、
次
の
業

務
を
行
い
ま
す
。

取
扱
業
務

▽
住
民
票
・
印
鑑

証
明
書
、
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
の
定

期
（
回
数
）
券
の
即
日
交
付

▽
戸
籍
謄
抄
本
・
所
得
（
課

税
）
証
明
書
の
取
り
次
ぎ
（
申

請
書
を
受
け
付
け
て
後
日
交
付
）

取
扱
時
間

８
時
３０
分
〜
１７
時

そ
の
他

▽
本
人
以
外
の
交
付

の
場
合
は
、
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽
手
続
き
の
際
は
本
人
確
認
が

必
要
で
す
。
（
バ
ス
券
の
交
付

を
除
く
）

※
死
亡
届
、
出
生
届
、
婚
姻
届

な
ど
の
戸
籍
の
届
書
は
、
市
役

所
（
安
来
・
広
瀬
・
伯
太
各
庁

舎
）
の
宿
日
直
窓
口
に
お
い
て

無
休
で
取
り
扱
い
を
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
な
ど

●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
１
０
０

●
ご
み
収
集

休
業
日

▽
Ａ
地
区
…
１２
月
３０

日
㈫
〜
１
月
４
日
㈰

▽
Ｂ
地

区
…
１２
月
３１
日
㈬
〜
１
月
５
日

㈪※
Ｂ
地
区
は
、
１
月
の
分
別
ご

み
の
収
集
日
を
一
部
変
更
し
て

い
ま
す
。
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で

ご
確
認
の
上
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
処
理
施
設
へ
の
搬
入

休
業
日

右
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い年
末
の
搬
入
日
時

各
施
設
と
も
、
搬
入
前
に
電

話
連
絡
が
必
要
で
す
。
年
末
は

込
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
の

搬
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
清
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
℡
２７‐

０
７
２
７
）
…
１２
月

３０
日
㈫
１６
時
ま
で
。

▽
高
尾
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
℡
２７‐

０
０
５
３
）
・
広
瀬

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
℡

３２‐

２
８
７
５
）
・
伯
太
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
℡
３７‐

０
０
２
６
）
…
１２
月
２８
日
㈰
１６

時
ま
で
。

●
し
尿
の
汲
み
取
り

休
業
日

１２
月
２７
日
㈯
〜
１
月

４
日
㈰
※
緊
急
の
場
合

は
、
市
役
所
（
℡
２３‐

３
０
０
０
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

施

設

な

ど

の

名

称

変
更
と
な
る
日
時

夢
ラ
ン
ド
し
ら
さ
ぎ
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
浴
室
）

富
田
山
荘
、
湯
田
山
荘

１２
月
３０
日
㈫
〜
１
月
２
日
㈮

営
業
時
間
１０
時
〜
１９
時

広
瀬
温
泉
月
山
の
湯
憩
い
の
家

１２
月
３０
日
㈫
〜
１
月
２
日
㈮

営
業
時
間
１３
時
〜
１９
時

●
次
の
施
設
は
、
年
末
年
始
は
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
が
、
営
業
時
間
が
一
部
変
更
と

な
り
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
年
末
年
始
の
業
務

皇太子ご夫妻が来館
（昭和４２年）

懐懐かかししのの写写真真をを展展示示

１２
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
は
、

「
安
来
う
ま
う
ま
祭
」
を
同

時
開
催
！
食
の
ブ
ー
ス
の
落

書
き
ア
ー
ト
な
ど
。

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み

●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

昭和４１年に建設された安来市民会館がまもな

くその役割を終えようとしています。取り壊し

を前に市民会館のお別れイベントを開催します。

場所 安来市民会館

●展示イベント

日時 12 月２日㈫～７日㈰

９時～１９時

内容 懐かしいイベント写真や、建設当時

の市広報紙拡大記事などを展示して、市民

会館の歴史を振り返ります。

●ステージイベント

日時 12 月７日㈰１３時～１６時３０分

内容 安来節、吹奏楽、ダンス、ピアノ演奏など

市民会館さよならイベント

●問安来市民会館さよならイベント実行委員会
（地域振興課内）℡２３‐３０７０

２３広報やすぎ ２０１４年１２月




